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□北茨城市大津港 佐波波地祇神社の資料保全作業終了報告

　大変遅くなってしまいましたが、2014年10月25日（土）に行われた佐波波地祇神社の資料保全活動についてご報告いたします。

　10月25日(土)に北茨城市大津港の佐波波地祇神社において、茨城史料ネットの事務局メンバー4人を動員し、同神社が保有する写真資料等の保全作業を行いました。
　今回の目的は、佐波波地祇神社でのこれまでの活動で私たちが保全してきた資料の経過を確認し、ブックマッティングした写真資料を中性紙箱に収納することにありました。写真資料はブックマッティング処理を行っていた成果として、ガラスへの固着を防ぎ、カビの侵食をある程度抑えることが出来ていました。ただし、資料を御神輿殿に収蔵するに当たっては、それぞれが無秩序に平積みとなってしまっていたため、整理する必要がありました。そこで、中性紙箱への収納によって整理することを考えたのですが、ブックマッティングされた資料はおおよそ縦50×横80(?)という大きさだったため、当会の持つ中性紙箱には納まりませんでした。それに対しては、中性紙ボードから資料に適したサイズの箱を自作して持ち込み、対応しました。現地での作業内容としてはまず、前回10月5日の作業時点で、カビによる損傷が見られたものについてのアルコール消毒及び陰干しをしました。さらに、資料を分別して箱分けをし、箱ごとにどの資料が収められているかを目録で確認できるように、箱番号と目録を対照させる作業も行いまいた。最終的には当神社の御神輿殿に、中性紙箱5箱
(中型3箱、自作大型2箱)として収蔵することが出来ました。
　佐波波地祇神社での作業は2013年6月から始まり、すでに約一年半作業を継続してきましたが、今回の中性紙箱での収納・整理、および御神輿殿への収蔵を以て保全処理はすべて完了となりました。今後は定期的な経過観測を行い、資料の状態によってその都度対応していくことになります。
　最後に、佐波波地祇神社での保全処理活動において、ご指導いただいた皆様に、この場を借りて心よりお礼申し上げます。
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